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まちかど情報局まちかど情報局情報局
　
５
月
の
広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
５
月
８

日
、
町
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
綾
小

路
き
み
ま
ろ
氏
と
清
水
國
明
氏
へ
の
特
別
町
民
の
称
号

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

こ
の
式
に
は
、
町
民
を
代
表
し
て
町
議
会
議
員
さ
ん

方
に
も
ご
列
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
称
号
授
与
の
後
、
両
氏
か
ら
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
両
氏
の
絶
妙
な
話
し
で
会
場
は
一
気
に
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
に
変
わ
り
ま
し
た
。

��

綾
小
路
き
み
ま
ろ
氏
弁

「
こ
の
称
号
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
町
で
悪
い
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
見
本
に
な
る

よ
う
な
町
民
に
な
る
よ
う
、
厳
粛

に
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
…
…
」

��

清
水
　
國
明
氏
弁

「
昨
年
暮
頃
か
ら
、
特
別
町
民
の

話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
地

の
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
、
逃
げ

ず
に
過
ご
し
た
か
ら
、
よ
う
や
く

こ
の
称
号
が
も
ら
え
た
…
…
」

�

綾
小
路
・
清
水
の
両
氏
に
は
、
町
の
広
報
部
長
と
し
て

富
士
河
口
湖
町
を
全
国
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

���

　
第
46
回
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
位
を

受
賞
し
、
一
昨
年
か
ら
河
口
湖
円
形
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
、
若
き
日
本
を
代
表

す
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏
者

で
あ
る
池
上
英
樹
さ
ん
が
、

西
湖
地
区
に
あ
る
家
を
借
り
、

５
月
12
日
転
入
届
を
出
し
て
、

富
士
河
口
湖
町
民
に
な
り
ま
し
た
。

�

数
々
の
楽
器
を
並
べ
、
周
り
に
気
を
使
わ
な
い
で
演

奏
練
習
が
で
き
る
広
い
部
屋
と
地
域
環
境
が
気
に
入
っ

た
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
思
い
っ
き
り
演
奏
活
動
が
で
き

る
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
ろ

ん
な
機
会
に
演
奏
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

���

小
立
保
育
所
で
は
、
小
立
地
区
四
十
二
の
厄
年
の
皆

さ
ん
（
三
八
会
）
や
小
立
地
区
民
生
・
児
童
委
員
、
財
産
区

管
理
会
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
で
、
子
ど
も
た
ち
の

カ
バ
ン
置
き
を
２
つ
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

������������

�

富
士
河
口
湖
町
河
口
に
在
住

の
渡
辺
玉
枝
さ
ん
が
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
あ
る
世
界
第
４
位
の
高
峰

ロ
ー
ツ
ェ
（
8
5
1
6
m
）
の

登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

ロ
ー
ツ
ェ
峰
で
の
女
性
最
高
年
齢
の
記
録
に
な
る
そ
う

で
す
。

　
渡
辺
さ
ん
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
世
界
最

峰
エ
ベ
レ
ス
ト
で
の
女
性
最
高
齢
登
頂
記
録
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
続
く
偉
大
な
記
録
を
作
り
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
が
帰
国
し
ま
し
た
が
、
詳
し
い
状
況
等
を
皆

さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
渡
辺
さ
ん
、
偉
大
な
記
録
の
樹
立
、
ご
苦
労
様
で
し

た
。

綾
小
路
き
み
ま
ろ(

假
屋
美
尋)

氏
と

清
水
國
明
氏
に
特
別
町
民
の
称
号
を
授
与
。

日
本
を
代
表
す
る

若
手
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
奏
者
・

池
上
英
樹
さ
ん
が
、５
月
か
ら
町
民
に
！

地
域
の
方
々
の
ご
寄
付
で
、

小
立
保
育
所
に
か
ば
ん
置
き
を
購
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
辺
玉
枝
さ
ん
（
河
口
在
住
）

�

女
性
最
高
齢
登
頂
を
記
録
！
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町
と
県
で
は
、
河
口
湖
を
歩
い
て
一

周
で
き
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

を
建
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
レ
イ
ル

は
、
町
民
を
は
じ
め
こ
の
地
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
河
口

湖
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
自
然

を
じ
か
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

�

そ
の
中
で
、
河
口
湖
に
は
い
く
つ
か

の
川
が
あ
り
ま
す
が
、
北
岸
の
山
の
神

川(

北
中
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
美
術
館
の
川)

と
寺
川(

河
口
湖
漁
協
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館)

に
橋

が
架
か
り
ま
す
。(

写
真
①=

山
の
神
川
の
橋
、
写
真
②=

寺

川
の
橋)

�

こ
の
２
つ
の
橋
の
名
称
を
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
き
、
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

是
非
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
橋
の
名
称
を
応
募
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�【
応
募
方
法
】

�

橋
の
名
称
、
応
募
者
の
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
町
役
場
建
設
課
・
各
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
応
募
も
受
け
つ
け
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

�

　
平
成
16
年
６
月
30
日
ま
で

�

��
　
町
に
は
現
在
、「
富
士
河
口
湖
町
に
移
住
し
た
い
が
、

借
家
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
何
件
か

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
の
地
を
拠
点
に
芸
術
活
動
を
し

た
い
の
だ
が
…
」
な
ど
の
要
望
も
き
て
い
ま
す
が
、
適
当
な

借
家
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
を
受
け
入
れ
、
こ
の
地

で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
活
動
を
大
い
に
展
開
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な
方
々
へ
の
何

ら
か
の
支
援
策
も
検
討
し
て
い
く
用
意
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
で
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
借
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是

非
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
町
役
場
企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
7
2-

1
1
2
9

空
き
家
等
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
い
ま
せ
ん
か

北
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
橋

�
　

名

称

募

集

！

お
め
で
た
（
出
生
）

勝
俣
　
蒼
空
　
　
　
強
　
　
尚
　
子
　
船
津

�

勝
俣
　
颯
真
　
　
修
　
一
　
望
友
紀
　
船
津

渡
邉
　
大
河
　
　
大
二
郎
　
早
　
苗
　
船
津

�

蓬
田
　
龍
空
　
　
光
　
浩
　
さ
ゆ
り
　
船
津

宮
下
優
太
朗
　
　
卓
　
巳
　
恵
　
子
　
船
津

井
出
　
大
翔
　
　
陽
　
介
　
泰
　
子
　
船
津

井
出
結
香
乃
　
　
広
　
達
　
美
　
佳
　
船
津

�

岡
林
　
唯
斗
　
　
輝
　
雄
　
亜
　
紀
　
船
津

�

三
浦
　
琉
伽
　
　
　
順
　
　
優
　
美
　
船
津

�

小
俣
　
瑠
菜
　
　
　
満
　
　
恵
　
美
　
船
津

宮
下
き
ら
り
　
　
明
　
寿
　
佳
　
織
　
浅
川

菊
地
　
瑠
衣
　
　
憲
　
一
　
和
　
美
　
小
立

藤
森
　
　
駿
　
　
光
一
郎
　
美
　
香
　
小
立

羽
田
　
大
輝
　
　
広
　
元
　
三
　
加
　
小
立

�

平
山
　
加
恋
　
　
大
　
介
　
千
　
春
　
小
立

�

中
西
　
そ
ら
　
　
省
　
寿
　
由
紀
江
　
大
石

三
浦
　
早
喜
　
　
広
　
大
　
君
　
香
　
大
石

�

渡
邊
　
優
介
　
　
洋
　
一
　
佐
知
子
　
河
口

�

浅
田
　
真
緒
　
　
恒
　
彦
　
沙
　
知
　
勝
山

�

佐
野
　
来
翔
　
　
　
亙
　
　
直
　
子
　
勝
山

志
村
　
芽
唯
　
　
修
　
司
　
香
　
織
　
勝
山

お
子
さ
ん

父

母

写真�

写真�

写真①

写真②

　
平
成
15
年
末
の
交
通
事
故
件
数
は
、
表
の
と
お
り

で
し
た
。

　
こ
の
グ
ラ
フ
は
、
事
故
原
因
を
示
し
た
も
の
で
す
。

ど
の
原
因
を
見
て
も
、
運
転
者
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
が
守
ら
れ
て
さ
え
い
れ
ば
防
げ
る
も
の
で
す
。

特
に
、
歩
道
へ
の
駐
車
な
ど
の
歩
行
者
妨
害
や
優
先

通
行
妨
害
、
前
方
不
注
意
、
安
全
速
度
な
ど
は
歩
行
者

に
対
し
て
大
変
危
険
で
、
い
つ
重
大
事
故
が
起
き
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者

な
ど
の
歩
行
者
や
、
県
外

か
ら
の
観
光
客
が
、
安
心

し
て
町
を
歩
け
る
よ
う
に
、

い
ま
一
度
運
転
す
る
皆
さ

ん
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
き
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

発生件数

富士吉田

警察署管内

富士河口湖

町内

死 者 数

重軽傷者数

７９５件

１５人

１１６２人

２３８件

３人

３４２人

信号無視
(歩行者含む)
４％

その他

追い越し違反、優先通行妨害等、
交差点安全進行等 ３％

前方不注意、安全速度、
ハンドル等操作不適等
８６％

歩行者妨害等、
徐行場所違反、
指定場所
一時不停止等 ５％

交通事故原因状況 “
交
通
マ
ナ
ー
の
あ
る
運
転
を

�

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す 

”

“
交
通
マ
ナ
ー
の
あ
る
運
転
を

�

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す 

”
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　4月22日、国民健康保険運営協議会において、16年度の国保税の税率算定について
話し合われ、次の点を確認しました。
�・�国保税の負担の公平化と安定した健全財政であること

　・�保健事業の推進により、医療費の削減を図ること

�・�国保税の収納態勢の強化により、国保税の徴収に努力すること

�・�低所得者層への国保税の減額をより多くすること

  
�国民健康保険税（国保税）は国民健康保険に要する費用に充てるための目的税で、国民健康保険に加入している人

たちの医療費を支払う財源です。

１．国保税の決め方
　�保険税は以下の４つの方法で計算されます。

　　低所得世帯に対して「均等割」、「平等割」の減額を受けることが出来ます。

　　⇒運営協議会では、国保税負担の公平化について協議をしています。

２．税負担の公平化
�　国保税の課税は、地方税法上「応能原則」と「応益原則」が取り入れられており、所得や資産に着目した応能　

　割合（上記①と②）と被保険者の人数などに対応する応益割合（上記③と④）で構成されています。

　※地方税法ではこの応能と応益の割合を50対50（平準化）に定め、税の公平化を図っています。また平準化をす　

　ることを条件に減額することが認められています。

　⇒運営協議会では、低所得者層への負担を軽くするための保険税減額の拡大について協議しています。

３．2割軽減が出来るようになります
�　今回の改正では、上記の応益と応能の割合を平準化に近づけることを考慮しているため、旧町村までは無かっ　

　た2割軽減を新たにすることを予定しています。

�　前年中の世帯の総所得が一定額以下の場合、その世帯の平等割と均等割を軽減していますが、新たに2割軽減が　

　できることになり、また昨年度までの6割軽減が7割軽減に、4割軽減が5割軽減にと減額できる割合が拡大する予　

　定です。

【軽減が受けられる世帯】
★応益割合が45％以上になると、７・５・２割軽減となります（下記の世帯が対象です）

�　　[1]7割軽減・・・基礎控除後の総所得額が33万円を超えない世帯 

　　　[2]5割軽減・・・基礎控除後の総所得額33万円＋被保険者数×24.5万円を超えない世帯(当該納税義務者は除　

　　　　　　　　　　　きます) 

　　　[3]2割軽減・・・基礎控除後の総所得額33万円＋被保険者数×35万円を超えない世帯

　　　※ 2割軽減に該当すると予想される方には、町から軽減申請書を送付します。

　　　※ 住民税の申告がされていない方がいる世帯は、軽減の対象となりません。

★応益割合が45％未満だと６・４割軽減となります。

�  町の医療費の現況について　

所 得 割 その世帯の所得（33万基礎控除後）に応じて算定

その世帯の固定資産税に応じて算定

加入者一人当たりいくらとして算定

一世帯当たりいくらとして算定

①

②

③

④

資 産 割

均 等 割

平 等 割

｝

｝

｝

応能割合　50％

応益割合　50％

国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ

○医療費の状況（老人一人当たり医療費）

80

60

40

20

0
平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

河口湖

勝　山

足和田

○医療費の状況（若人一人当たり医療費）

40

30

20

10

0
平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

河口湖

勝　山

足和田

万 万

国民健康保険税について

医療費の50%は保険税で支払われます。

医療費が増加すれば相対的に保険税も上がります。健康づくりに心がけましょう。

医療費はこんなにかかっています。
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　近年、私たちの生活は豊かになり、昔は１家に１台の車が今は１人に１台となりました。この車が及ぼす健康
への影響は大きく、問題となっていくと思われます。
　地方の車での移動により近年私たちの歩く歩数は減少しています。（平均歩数30,000～50,000歩）今は、都市
部で電車やバスを利用している人の方が多く歩いていると言われています。（平均歩数5,000�～7,000歩）
　このまま車の移動社会が続くと、歩く歩数が減少することから、将来の２０～３０年後に多くの問題（疾病・
老化）が発生やすくなります。

①＜生活習慣病の危険因子が増える＞
�肥満・高脂血症・高血圧症・高尿酸血症に
　なりやすい。
�　　↓
�糖尿病・心筋梗塞・脳梗塞になる。･･･　死亡率が
　増加する。

�

�　　　　　　　　　�　　　「まず、歩くこと・運動の習慣づけからはじめよう！」
�「歩く」｢運動｣となると、「歩く・運動する時間がない」とだれもが思い、おっくうになりがちです。
まず、自分でできる時間・できそうなこと・やりたいこと・続けられそうなことを考えてみましょう。
「歩く」は道具いらずでお金もかからずいつでもどこでも気軽にはじめられます。１人で・家族で・友人と・早
朝・休日・夕方・昼休みとやってみましょう。
「歩く」ことが人目につく・目立つなどからやりにくい方は「歩く」と同じ効果のある運動をすることでもかま
いません。町内にある「健康プラザ」での水中運動も効果的です。（図参考）
　まずは、「歩く・運動」を習慣化することです。
「夏は暑いからしない。」「冬は寒いからしたくない」といっていると、いつまでたっても始められません。
「はじめの１歩」の気持ちで始めてみましょう。無理なく、続けられることが大切です。

富士河口湖町の生活習慣と
その見直しシリ

ーズ
！

はじめの１歩から

その３

「歩い
ていな
い　私
たち」

はじめましょう！　健康づくりのための運動
基本的には、自分のできそうなこと、やりたいこと、つづけられそうなことから始めましょう。

青年期～壮年期 高　　齢　　者

①健康づくりの
　ために

歩行（通勤・買
い物）

日曜大工、園芸、
ハイキング

競歩、ストレッチ
ング、水中運動、
軽い体操、サイク
リング

運動の種類による
が１日20分以上、
週２回以上。週合
計140～180分く
らい

「楽である～やや
楽である」と感じ
るレベルで

「楽である」と
感じる」レベル

「楽である」と
感じる」レベル

「かなり楽で
ある」と感じ
るレベル

運動の種類による
が、１日20分以上、
週２回以上。週合
計140分くらい

個人の体力に合
わせて週140分
を目標に

週140～180分 基本的には①と
同様。自分が楽
しく、リラックス
できる種類・状
況で

競歩、ストレッ
チング、軽い体
操、水中運動、
ゲートボール

競歩、ストレッチ
ング、軽い体操、
水中運動

体操、ゴルフ競歩、サイクリン
グ、球技。水泳、ス
キー、ゴルフ

競歩、水中運動、
サイクリング

園芸・ダンス・
ハイキング、ア
ウトドア

日曜大工、園芸、
ハイキング

カラオケ、日曜
大工、園芸、ダン
ス、釣り

園芸ダンス、ハイキ
ング

散歩、掃除、
買い物、料理

散歩、買い物
日常生活で

趣味・
　レジャー

運動・
�　スポーツ

時間・回数

活動の強度

②疾病の予防・
　改善のために

③ストレス解消
　のために

①健康づくり、
　疾病の予防・
　改善のために

③生きがい・コ
�ミニュケーシ
　ョンのために

②自立の維持・
　向上のために

な
に
を
す
る
？

ど
の
く
ら
い
す
る
？

（資料／「健康づくりのための年齢・対象別身体活動指針」厚生労働省）

②＜老化現象が速くなる＞
�筋肉が衰える・骨が弱くなる・敏活な動作が衰える
�　　↓
�膝関節症の痛み・転倒・大腿骨頚部骨折になりやすい。
�　　↓
�寝たきり老人になりやすい。･･･　介護保険料の増加に
　つながる。

月　　日 場　　　　　所 検診内容及び負担金

6月30日（水）
富士河口湖町民

�　　ふれあいセンター

検　診　機　関

富士吉田医師会

�山梨県健康管理事業団

７月１日（木）

7月2日（金）

7月6日（火） 河口住民センター

大石小学校体育館7月8日（木）

■申し込み期間；６月10日までに、健康増進課（７２－６０３７）へ電話で申し込んでください。

基本検診　　1,300円
胃がん検診　1,000円
肺がん検診　　200円
骨粗　症検診（女性のみ）1,000円
肝炎ウイルス検査　　　　500円

�痰検診　　　　　500円
�大腸がん検診　　500円
�肝がん検診　　1,000円

生活習慣病検診を受けましょう！



広
報
富
士
河
口
湖

　
６

 
 

心
の
声
を
聴
く

福
祉
心
理
学
科
　
講
師
　
　
石
原
廣
人

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
臨
床
心
理
士
）

健
康
科
学
大
学
コ
ー
ナ
ー

健
康
科
学
大
学
コ
ー
ナ
ー

　１
　
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た

　
　
Y
A
S
U
O
君
の
例

�

以
前
私
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
た
小
学
生

Y
A
S
U
O
君
の
話
を
し
ま
す
。

�

彼
が
学
校
へ
行
か
な
く
な
っ
た
き
っ
か
け
は
お
母

さ
ん
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
の
く
い
違
い
か
ら

で
し
た
。

�

Y
A
S
U
O
君
は
学
校
か
ら
帰
る
と
「
お
母
さ
ん

今
日
ね
、
H
I
R
O
君
が
『
お
ま
え
、
ま
た
宿
題
忘

れ
て
き
た
の
か
よ
・
・
・
バ
ッ
カ
じ
ゃ
ね
ー
』
て
言

っ
た
ん
だ
よ
」
と
不
満
そ
う
な
顔
で
訴
え
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
間
髪
入
れ
ず
「
あ
ん
た
宿
題
忘
れ
た
の
、

だ
め
ね
ー
』
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
彼
は
下

を
向
い
て
唇
を
か
み
ま
し
た
。
彼
も
宿
題
を
忘
れ
た

こ
と
は
悪
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
で
も
友
達
に

「
バ
カ
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
悔
し
か
っ
た
の
で
す
。

�

そ
れ
を
分
か
っ
て
欲
し
か
っ
た
の
に
、
お
母
さ
ん

は
H
I
R
O
君
と
同
じ
よ
う
に
「
だ
め
」
と
言
っ
た

の
で
す
。
そ
の
上
お
母
さ
ん
は
、
下
を
向
い
た
彼
に

「
あ
ん
た
『
バ
カ
』
っ
て
言
わ
れ
て
な
ん
て
言
っ
た

の
？
」
と
責
め
ま
し
た
。
気
持
ち
を
分
か
っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
叱
ら
れ
て
し
ま
っ
た

Y
A
S
U
O
君
は
元
気
を
無
く
し
間
も
な
く
学
校
へ

行
く
の
を
渋
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
　
聴
き
上
手
で
親
子
関
係
を
改
善
す
る

�

社
会
全
体
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
、
そ
れ
と
も
風
潮
な
の
で
し
ょ
う
か
。
親
は
子
供

の
こ
と
ば
に
返
事
す
る
の
が
精
一
杯
で
、
気
持
ち
に

ま
で
心
を
配
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。

�
Y
A
S
U
O
君
の
お
母
さ
ん
も
子
供
の
こ
と
ば
に

反
応
し
て
、
そ
の
心
や
気
持
ち
に
は
あ
ま
り
配
慮
し

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
で
は
親
子
関
係
が
う
ま

く
行
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
子
供
の
心
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学

ぶ
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

�

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
最
初
に
学
ん
で
い
た
だ
く
の
は

「
聴
き
上
手
に
な
る
と
親
子
関
係
が
良
く
な
る
」
こ

と
に
つ
い
て
で
す
。
（
こ
こ
か
ら
話
を
き
く
の
は
聞

く
。
気
持
ち
ま
で
分
か
っ
て
く
れ
る
の
は
聴
く
と
書

き
ま
す
）

　
昔
か
ら
「
話
上
手
は
聞
き
上
手｣

と
い
わ
れ
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
に
言
い
か
え
る
と
「
教
え
上
手

（
な
親
）
は
聴
き
上
手
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。

�

私
た
ち
大
人
も
、
人
に
う
ま
く
話
を
聴
い
て
も
ら
う

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
自
然
に
解
決
し
た
り
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�

そ
の
結
果
、
聞
い
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
た
り
頼
り

に
し
た
り
・
・
・
・
・
・
お
母
さ
ん
な
ら
子
供
に
尊
敬

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

�

３
　
聴
き
上
手
に
な
れ
る
三
つ
の
コ
ツ

�

「
聴
き
上
手
に
な
る
」
と
簡
単
に
言
い
ま
す
が
聴
き

上
手
は
技
術
で
す
。
自
転
車
に
乗
る
の
と
同
じ
で
乗
り

始
め
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
知
っ
て
お
く
と
早
く

身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
講
習
会
で
は
練
習
し
な
が
ら
学

ん
で
い
た
だ
く
内
容
で
す
が
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
書

い
て
お
き
ま
す
。

①
子
供
の
言
う
こ
と
を
子
供
の
立
場
に
な
っ
て
聴
く
。

子
供
の
言
う
こ
と
を
大
人
の
目
か
ら
見
る
の
で
は
な

く
、
子
供
の
立
場
に
な
っ
て
理
解
す
る
。

②
子
供
が
言
っ
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ま
ま
に
…

批
判
や
非
難
、「
良
い
・
悪
い
」
と
評
価
し
な
い
で
…

子
供
の
言
い
た
い
こ
と
を
全
部
聴
く
。

③
聴
い
て
い
る
大
人
の
方
に
「
昔
あ
あ
し
た
か
っ
た
。

こ
う
し
た
か
っ
た
」
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
こ
う
な
っ
て
欲
し
い

と
考
え
ず
に
聴
く
。
ま
た
、

子
供
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ

と
い
う
思
い
こ
み
や
先
入

観
は
押
さ
え
て
聴
く
。
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４
　
親
子
関
係
は
「
聴
い
た
」
か
ら
始
ま
り
ま
す

�
Y
A
S
U
O
君
の
お
母
さ
ん
が
ま
ず
聴
い
て
、
そ
れ

か
ら
教
え
た
り
・
励
ま
し
た
り
、
叱
っ
た
り
す
れ
ば
、

子
供
は
見
捨
て
ら
れ
た
、
分
か
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

と
い
う
気
持
ち
に
は
な
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学

べ
た
で
し
ょ
う
。

�

お
母
さ
ん
も
Y
A
S
U
O
君
の
不
登
校
の
改
善
の
た

め
に
、
長
い
間
苦
労
し
な
く
て
す
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

�

聴
き
上
手
と
い
う
の
は
、
相
手
を
理
解
し
、
こ
と
ば

と
心
が
交
流
す
る
た
め
の
最
初
の
技
術
で
す
。
親
子
関

係
は
ま
た
こ
の
上
に
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て

い
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

�

し
か
し
ま
ず
お
互
い
が
分
か
り
合
う
た
め
に
親
は

「
聴
き
上
手
」
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

�

　①�

長
さ

�

目
安
と
し
て
は
、
ま
ず
真
っ
直
ぐ
に
立
ち
、
つ
ま
先

か
ら
20
㎝
離
し
た
位
置
に
杖
を
置
い
た
と
き
、
杖
の
握

り
が
腰
の
中
間
（
大
腿
骨
の
付
け
根
）
に
な
る
高
さ
で

す
。
そ
の
時
、
腕
は
少
し
曲
が
る
程
度
が
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

②�

握
り
の
形

�

自
分
が
握
り
や
す
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
体
重
が

か
か
る
部
分
で
す
か
ら
、
手
の
ひ
ら
が
痛
く
な
ら
な
い

も
の
が
よ
い
で
す
。

③�

杖
先
の
形

�

形
は
、
先
が
細
い
も
の
よ
り
太
い
も
の
の
方
が
、
地

面
に
着
い
た
時
に
安
定
し
て
歩
き
や
す
い
で
す
。
ま
た
杖
先
の

ゴ
ム
は
、
だ
ん
だ
ん
と
す
り
減
っ
た
り
硬
く
な
っ
た
り
し
て
き

ま
す
。
そ
う
な
る
と
滑
り
や
す
く
な
っ
て
危
険
な
の
で
、
毎
日

杖
を
使
う
方
は
一
年
く
ら
い
で
交
換
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

デ
ザ
イ
ン

�

最
近
は
色
や
柄
も
カ
ラ
フ
ル
な
っ
て
き
ま
し
た
。
思
い
切
っ

て
お
し
ゃ
れ
な
杖
を
使
っ
て
み
る
の
も
素
敵
で
す
ね
。

30～40°

20�

　
杖
は
体
を
支
え
る
大
事
な
道
具

な
の
で
、
体
に
合
っ
た
も
の
を
使

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ちょっと
アドバイス

杖
の
選
び
方

食
品
や
調
理
器
具
の
衛
生
管
理
が
決
め
手
で
す
。

�
変
な
ニ
オ
イ
が
し
な
け
れ
ば
大
丈
夫
。
食
べ
る
前
に
火
を

通
せ
ば
大
丈
夫
。
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
大
丈
夫
。
真
空
パ

ッ
ク
だ
か
ら
大
丈
夫
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
間
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
間
違
っ
た

認
識
が
家
庭
で
の
食
中
毒
の
も
と
と
な
り
ま
す
。�

１
、菌
を
つ
け
な
い

　
　
食
材
に
触
れ
る
前
の
手
洗
い
と
調
理
器
具
の
殺
菌
・
消

　
毒
の
徹
底
を
。

　
・
で
き
れ
ば
、ま
な
板
は
肉
、魚
用
、野
菜
用
に
分
け
ま
し
ょ
う
。

２
、菌
を
増
や
さ
な
い

　
　
食
べ
も
の
は
必
ず
４
℃
以
下
で
保
存
、
絶
対
に
室
温
に

　
放
置
し
な
い
。

�

・
温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
い

　
う
ち
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

３
、菌
を
殺
す

�

　
で
き
る
だ
け
生
食
は
避
け
、
十
分
加
熱
し
た
も
の
を
食

　
べ
る
。

�

・
お
弁
当
の
お
か
ず
は
特
に
十
分
な
加
熱
が
重
要
で
す
。

�

・
温
め
な
お
し
は
必
ず
全
体
が
沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
し
ま
し
ょ

　
う
。

食
中
毒
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
食
中
毒
は
初
期
は
軽
く
て
も
急
激
に
悪
化
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
少
し
で
も
食
中
毒
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
番
大
切
な
予
防
法
は

�

同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
食
中
毒
を
起
こ
す
人
と
そ
う
で
な

い
人
が
い
る
の
は
、
そ
の
人
の
抵
抗
力
や
免
疫
力
の
違
い
で

す
。

�

日
ご
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
、
丈
夫
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
こ
と
と
乳
酸
菌
や
食
物
繊
維

の
多
い
食
品
を
十
分
に
摂
っ
て

腸
内
細
菌
の
働
き
を
活
発
に
し

て
、
か
ら
だ
の
防
衛
力
を
高
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

�

ス
ト
レ
ス
や
慢
性
的
な
疲
労

は

免

疫

力

を

低

下

さ

せ

ま

す
。
運
動
や
規
則
正
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は

菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
殺
す
」

食
中
毒
に
ご
用
心
！
！

食
中
毒
に
ご
用
心
！
！
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�日常の維持管理(保守点検と清掃)に加えて､山梨県浄化槽協会検査センターの行う下記の法定検査を受けることが、法律で
義務づけられております。� 

○設置後の水質に関する検査(浄化槽法第7条) 
�新たに設置された浄化槽、または構造や規模が変更された浄化槽について、使用開始後6か月を経過した日から2か月の間
に浄化槽の設置工事等が適正に行われているかど�うかを判定する検査です。

○定期検査(浄化槽法第11条) 
�毎年1回、保守点検や清掃が適正に行われ、浄化槽の機能が発揮されているかどうかを確認する検査です。

■検査の内容 
�浄化槽の外観、機能及び書類について総合的な検査を行い、浄化槽の機能向上のため改善すべき事項がある場合には、適
切な助言をし、検査終了後、「検査結果書」を送ります。

■検査の申し込み先
�法定検査は山梨県知事が指定した社団法人山梨県浄化槽協会検査センターに検査申込書又は電話で申し込んでください。

●社団法人　山梨県浄化槽協会検査センター
　　�甲府市里吉3丁目9番1号 　　　TEL　055-232ー2762　　FAX　055-232-3841

��
�浄化槽を正しく機能させ、常に良好な状態に保っておくため､浄化槽管理者(設置者)は、定期的に保守点検する義務があり
ます。保守点検は、県知事の登録を受けた保守点検業者に委託して実施しましょう。

�
　浄化槽の中にはスカムや汚泥が徐々にたまり、そのまま放置すると放流水とともに流れ出してしまうだけでなく、浄化槽の
機能不良の原因にもなります。清掃に関しては、市町村長の許可を受けた業者に年1回以上依頼して行ってください。

�◆�問い合せ先　富 士 河 口 湖 町 役 場 環 境 課　　 ℡７２－３１６９
�　　　　　　 　(社)山梨県浄化槽協会検査センター     ℡０５５－２３２－２７６２
�　　　　　　　 吉 田 林 務 環 境 部 環 境 課　　 ℡２４－９０３６

浄化槽を設置している皆様へ浄化槽を設置している皆様へ
－富士河口湖町の美しい水環境を守るために、 

�　　　　　　　浄化槽の適正な管理を行ないましょう。－

－富士河口湖町の美しい水環境を守るために、 

�　　　　　　　浄化槽の適正な管理を行ないましょう。－

�1. 法定検査を受けましょう！

２. 定期的に保守点検を実施しましょう！

３. 年1回以上清掃を行ないましょう！

◆◆◆し尿の汲み取りと浄化槽の清掃◆◆◆ ◆◆◆し尿の汲み取りと浄化槽の清掃◆◆◆ ◆◆◆し尿の汲み取りと浄化槽の清掃◆◆◆ 

…………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………

日 Sun. 月 Mon. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.

76 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

4 5 6 7 8 9 10

2 37
1

▲資源ごみ
小立・河口・足和田

▲資源ごみ
小立・河口・足和田

▲資源ごみ
船津・浅川･大石・勝山

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・勝山
■燃えないごみ
足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
小立・大石・河口・足和田

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

●燃えるごみ
船津・浅川・勝山

■燃えないごみ
小立・大石・河口・勝山

■燃えないごみ
船津・浅川�・勝山

■燃えないごみ
船津・浅川�・勝山

■燃えないごみ
小立・大石・河口・勝山

■燃えないごみ
勝山

ごみカレンダーごみカレンダーごみカレンダーごみカレンダー 6月6日～7月10日

●粗大ごみは、河口の清掃事業所に直接持ち込んで下さい。
　　　　　　　　　　受入時間；平日の午前9時～午後４時、土曜日の午前9時～11時
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富
士
河
口
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
後
執
行
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
、
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
所
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

�従来の不在者投票のような、投票用紙を内封筒及び外封筒に入れて、それに署名する必要はなく、投票用
紙を直接投票箱へ入れることができる制度です。〈但し、名簿登録地市区町村以外での投票や、投票を行う時
点で選挙権を有しない方(選挙人名簿に登録されているが、投票時点で20歳に達しない方等)は不在者投票での
投票となります。〉

�期日前投票とは…

■ 投 票 所

■期日前投票及び不在者投票所

投　票　区 住　　　　　　所

住　　　　　　所

施　　設　　名

施　　設　　名

第 1投 票 区

第 2投 票 区

第 3投 票 区

第 4投 票 区

第 5投 票 区

第 6投 票 区

第 7投 票 区

第 8投 票 区

第 9投 票 区

第 10投 票 区

第 11投 票 区

富士河口湖町船津3737

富士河口湖町浅川382

富士河口湖町小立677

富士河口湖町大石72

富士河口湖町河口6‐1

富士河口湖町船津3391

富士河口湖町勝山4029‐5

富士河口湖町長浜1222

富士河口湖町西湖南1‐3

富士河口湖町西湖西5‐18

富士河口湖町大嵐422

船津地区公民館

浅川公民館

小立福祉センター

大石住民センター

河口住民センター

船津保育所

勝山ふれあいセンター

足和田交流センタ-(出張所)

西湖公民館

根場公民館

大嵐児童館

富士河口湖町船津1700 富士河口湖町役場



広
報
富
士
河
口
湖

　
１１

（八木崎公園・イルミネーション）

�河口湖畔に咲き誇るラベンダーが紫色に輝く絨毯をつく

り出し、辺り一面ラベンダーの香りが溢れる、花の世界を

満喫できます。メイン会場の八木崎公園ではラベンダーを

中心にカモミール等のハーブや草花が咲き乱れます。さら

に夜には、一面のライトアップとイルミネーションで昼間

とはひと味違う幻想的な世界が楽しめます。

　【会 　 場】八木崎公園17,000㎡・大石公園5,000㎡

　　大池公園3,000㎡・その他湖畔のグリーンベルト帯

　【鑑賞期間】6月18日（ラベンダー開花宣言）～7月中旬

　【実施内容】八木崎公園は夜のライトアップとイルミネ

　　　ーションにより、幻想的なラベンダーが楽しめる。

�　（ライトアップは日没から22時まで）

�

�

�ラベンダーの咲き乱れる中、フェスティバルのオープニ

ングセレモニーとともに地元小学校児童による「開花宣言」

を実施。当日の催事の案内をするとともに、会期中の主な

イベントの紹介や八木崎会場では河口湖猿まわし劇場さん

の協力による「猿まわし」の披露も実施。

　【会　場】八木崎公園及び大石公園

　【開　催】八木崎会場　６月18日　午後１時30分

�　　　　　大石会場　　６月18日　午前10時30分

�　

�

�八木崎公園の特設会場で、参加者が自由な発想により２

坪程度の小庭を創作してもらい、来場者の方々に鑑賞して

いただきます。

　【開催日】６月１８日（金）～７月１１日（日）

　【会　　場】八木崎公園

　【問合せ先】ハーブフェスティバル実行委員会

�　

�

�ガーデニング作品を来場者に人気投票していただき、投

票者にはその場で観光施設無料入場券等が当たる抽選会へ

の参加や、さらに後日宿泊無料招待券の抽選も行うダブル

チャンスもある。

　【開 催 日】６月１８日（金）～７月１０日（土）

　【会　　場】八木崎公園

　【問合せ先】ハーブフェスティバル実行委員会

�第31回（合併記念）富士河口湖町観光写真コンテストの

入賞作品の発表・展示を行います。

　【開 催 日】６月１5日(火)～７月１１日(日)　

　　　　　　　午前９時から午後５時まで

　【会　　場】河口湖中原淳一美術館

�河口湖・西湖の自然風景、催事などを被写体としたコン

テスト開催により新町「富士河口湖町」をより広域的に宣

伝紹介。

　【題　　材】富士山とハーブ並びにハーブフェスティバ

　　　　　　�ル及び年間を通して、天然資源、風俗芸能、

　　　　　　　祭り、文化財など町内全域で撮影したもの。

　【締め切り】平成１７年３月末日必着

�ラベンダー鑑賞①ラベンダー鑑賞

�ガーデニングコンテスト（人気投票方式による）④ガーデニングコンテスト（人気投票方式による）

�富士河口湖町観光写真コンテスト作品展⑤富士河口湖町観光写真コンテスト作品展

�第32回富士河口湖町観光写真コンテスト作品募集⑥第32回富士河口湖町観光写真コンテスト作品募集

�オープニングセレモニー②オープニングセレモニー

�ガーデニング鑑賞③ガーデニング鑑賞

河口湖ハーブフェスティバル　イベント内容のご案内
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�各町営施設や富士河口湖町内の協力観光施設に入場し、

スタンプを押してもらい、条件を満たした参加者に記念品

を贈呈。（数量限定）

�【開催日】６月１８日（金）～７月１１日（日）

�【会　場】富士河口湖町内協力観光施設

�

�指定宿泊施設をご利用いただいた方に参加券プレゼント。

その他一般は有料。河口湖温泉旅館組合提供宿泊ペア招待

のほか、アウトドアグッズ等の商品が盛り沢山。

�【開催日】６月19日（土）、20日（日）、26日（土）、27日（日）、

　　　　　　７月３日（土）、４日（日）、10日（土）、11日（日）

�　　　　　土曜日(夜)午後8時～9時

　　　　　　（7/3のみ午後7時～8時）

　　　　�　日曜日(昼)午後12時30分～1時30分

　【会　場】八木崎会場特設ステージ

�

�

�会場内特設ステージで世界のマジック＆ジャグリングシ

ョーを行い、来場者に憩いの一時を提供。

　【開催日】◎マジック＆ジャグリングショー

　　　　　　　６月19日（土）、20日（日）、26日（土）、27（日）

�　　　　　◎アンデス音楽コンサート…７月３日(土)

　【会　場】八木崎公園特設ステージ（７/３の夜は船津浜）

�

�

�町内各地区、伝統の勇壮な太鼓の演奏。

　【開催日】未定（調整中）

　【会　場】八木崎公園特設会場ステージ

�

�富士河口湖町の自然あふれる環境のなかで地元に根ざし

た活動を行うクラフト作家の作品を展示・即売。

　【開催日】６月18日（金）～７月11日（日）

　【会　場】八木崎会場

　【問合せ先】ハーブフェスティバル実行委員会

�

�

・湖水真珠アクセサリー手作り体験

�誰にも簡単に出来るアクセサリー体験。ストラップなど

のハーブフェスティバル限定品のセットをご自分で組み合

わせて作り、河口湖の想い出をつくる。

　【開催日】６月18日（金）～７月11日（日）

　【会　場】八木崎公園内

　【参加費用】1,000円、1,500円（材料費）

�

・湖水真珠オーナー制度

�今話題の湖水真珠貝（イケチョウ貝）のオーナー制度を

始めました。

�　貝の販売とオーナーの受付をいたします。

　【料　　金】4,800円／貝（枚）

　【問合せ先】ぽぷら河口湖　８３－３５５５

�

�

�御坂町・芦川村・富士河口湖町の交流事業として会場に

特設ブースを設置して特産品を販売。

　【開催日】６月18日（金）～７月11日（日）

　　　　　　御坂町　もも、ぶどうなど

　　　　　　芦川村　わさび、こんにゃくなど

　【会　場】八木崎公園内

�

�

�特産品販売をはじめ、季節の花々から地元の味覚、周辺

の観光情報まで河口湖を楽しむアイテムが満載。また、フ

ェスティバル期間中、ハーブグッズの販売も実施。

　【開催日】イベント期間中無休

　【営業時間】午前９時から午後５時まで

　【問合せ先】７２－５６３３

�

�フェスティバル期間中、入館を団体予約された方々にハ

ーブ苗プレゼント。

　【開催日】６月１８日（金）～７月１１日（日）

　【会　場】河口湖ハーブ館及び河口湖自然生活館

�

�

�日本のキルト界のトップアーティストたちが、日本の暮

らしの中にある「古布」を素材に「華」をテーマにしたキ

ルト作品を展示します。

　【開催日】６月18日（金）～８月29日（日）

　【会　場】河口湖美術館

　【問合せ先】河口湖美術館　７３－２８２９

�

�山開き及びハーブフェスティバルを記念した光と音の共

演。

　【開催日】７月３日（土）午後8時～8時30分

　【場　所】河口湖畔船津浜

�

�

�富士山と河口湖を望む河口湖美術館芝生広場内で、自然

に舞う源氏蛍を鑑賞。

　【開催日】６月２６日（土）

　【会　場】河口湖美術館芝生広場内

　【問合せ先】自然共生研究室　２０－３５１０

�

�ドラゴン（龍）を形どった１０人制のユニークな手漕ぎ

ボートレース

　【開催日】７月11日（日）　

　　　　　　※７月10日（土）に公開練習

　【会　　場】河口湖北岸漕艇場

　【問合せ先】大会事務局（天野）７３－２９１８

�河口湖周遊スタンプコレクション⑦河口湖周遊スタンプコレクション

�御坂町・芦川村特産品フェア（姉妹町提携）⑬御坂町・芦川村特産品フェア（姉妹町提携）

�道の駅かつやま⑭道の駅かつやま

�ハーブ苗プレゼント⑮ハーブ苗プレゼント

�古布の『華』キルト展⑯古布の『華』キルト展

�第22回富士山・河口湖山開きまつり花火大会⑰第22回富士山・河口湖山開きまつり花火大会

�ほたるの夕べ⑱ほたるの夕べ

�ラベンダーカップ・ドラゴンボートレース⑲ラベンダーカップ・ドラゴンボートレース

�ハーブの香り・ビンゴ大会⑧ハーブの香り・ビンゴ大会

�新町各太鼓演奏(合併記念)⑩新町各太鼓演奏(合併記念)

�河口湖クラフト（工芸）村⑪河口湖クラフト（工芸）村

�河口湖特産湖水真珠⑫河口湖特産湖水真珠

�マジック＆ジャグリングショー
　　　　　　　　＆アンデス音楽コンサート
⑨マジック＆ジャグリングショー
　　　　　　　　＆アンデス音楽コンサート
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